
広報

かみとんだ

主な内容
○ 紀州材活用住宅支援事業補助金‐ご案内‐
○ 仮徴収のお知らせ廃止‐ご案内‐
○ 軽自動車税納期限変更‐お知らせ‐
○ 児童扶養手当等の額改定‐お知らせ‐
○ 地震対策行っていますか？

主な内容
○ 紀州材活用住宅支援事業補助金‐ご案内‐
○ 仮徴収のお知らせ廃止‐ご案内‐
○ 軽自動車税納期限変更‐お知らせ‐
○ 児童扶養手当等の額改定‐お知らせ‐
○ 地震対策行っていますか？

＜紙面は次の省略記号を使用＞＜紙面は次の省略記号を使用＞

説明：菜の花と新一年生説明：菜の花と新一年生

…対象・参加資格…対象・参加資格対 …定員（先着）…定員（先着）定 …料金・費用…料金・費用費

…場所・会場…場所・会場場 …内容…内容内…集合…集合集 …配布…配布配

…申し込み・応募方法…申し込み・応募方法申 …問い合わせ…問い合わせ問…持ち物…持ち物持

…展示名…展示名展 …イベント名…イベント名イ …電話相談・面接相談…電話相談・面接相談相

…締め切り…締め切り〆 …注意事項…注意事項

※

…QRコード…QRコードＱ

…期日・時間…期日・時間時 …休館日…休館日休…曜日表記は○記号…曜日表記は○記号金

…電話…電話☎ …メールアドレス…メールアドレス …WEBサイトを検索…WEBサイトを検索

2026年

4月号
No.698

上富田町公式
Instagram
上富田町公式
Instagram

上富田町公式
Facebook
上富田町公式
Facebook

上富田町公式
LINE

上富田町公式
LINE



　
国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土

保
全
局
と
気
象
庁
は
、
令
和
８

年
５
月
下
旬
（
予
定
）
か
ら
新

た
な
防
災
気
象
情
報
の
運
用
を

開
始
し
ま
す
。

　
こ
の
新
た
な
防
災
気
象
情
報

で
は
、
河
川
氾
濫
・
大
雨
・
土

砂
災
害
・
高
潮
の
警
報
な
ど
を
、

避
難
行
動
に
対
応
し
た
５
段
階

の
警
戒
レ
ベ
ル
と
整
合
さ
せ
、

災
害
発
生
の
危
険
度
に
応
じ
た

レ
ベ
ル
の
数
字
を
名
称
に
含
め

て
発
表
し
ま
す
。
レ
ベ
ル
５
に

相
当
す
る
河
川
氾
濫
の
特
別
警

報
や
警
戒
レ
ベ
ル
４
に
相
当
す

る
危
険
警
報
も
新
た
に
開
始
す

る
な
ど
、
現
行
の
大
雨
警
報
・

注
意
報
な
ど
が
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。

　
レ
ベ
ル
３
警
報
や
レ
ベ
ル
４

危
険
警
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、

自
治
体
か
ら
の
避
難
指
示
等
に

十
分
留
意
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

大
雨
で
危
険
度
が
高
ま
っ
た
地

域
が
地
図
で
表
示
さ
れ
る
「
キ

キ
ク
ル
」
や
河
川
の
水
位
情
報

を
参
照
し
て
、
危
険
な
場
所
に

い
る
方
は
早
め
の
避
難
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

　
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
設

け
た
特
設
ペ
ー
ジ
（
※
）
で
は
、

新
た
な
防
災
気
象
情
報
に
関
す

る
様
々
な
資
料
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
参
考

に
、
情
報
が
発
表
さ
れ
た
際
に

ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
か
、

ご
家
庭
や
企
業
・
組
織
内
で
あ

ら
か
じ
め
決
め
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

※
新
た
な
防
災
気
象
情
報
に
関

す
る
特
設
ペ
ー
ジ

：h
ttp

s://

w
w
w
.jm

a.go.jp/jm
a/kishou/know

/

　bosai/keiho-update2026/index.htm
l

  

問 

和
歌
山
地
方
気
象
台

　
　
　
防
災
管
理
官
室

☎
０
７
３
‐
４
２
２
‐
５
３
４
８

　
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
、

住
宅
産
業
の
振
興
お
よ
び
移
住
・

定
住
促
進
な
ら
び
に
空
き
家
対

策
を
目
的
と
し
た
補
助
制
度
で

す
。

※
令
和
８
年
度
か
ら
制
度
内
容

　
を
変
更
し
ま
し
た
。

対 

上
富
田
町
内
で
自
ら
居
住
す

る
た
め
、
左
記
事
業
に
該
当
す

る
場
合
に
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
、
森
林
環
境
譲

　
与
税
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

事
業
概
要 

　

●
構
造
材
等
使
用
事
業

　
紀
州
材
を
活
用
し
た
木
造
住

宅
の
新
築
、
増
改
築
を
実
施
し

よ
う
と
す
る
方
に
、
最
高
20
万

円
を
補
助
し
ま
す
。

受
付
期
間 

　
　

　
令
和
８
年
４
月
１
日

　
　
～
令
和
９
年
３
月
31
日

問 

振
興
課
　
農
林
水
産
班

（
⑦
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

令
和
８
年
５
月
か
ら

　

防
災
気
象
情
報
が

　
　

新
し
く
な
り
ま
す
。

河川氾濫 大雨 土砂災害 高　潮

警戒レベル５
相当

レベル５
氾濫特別警報

レベル５
大雨特別警報

レベル５
土砂災害特別警報

レベル５
高潮特別警報

警戒レベル４
相当

レベル４
氾濫危険警報

レベル４
大雨危険警報

レベル４
土砂災害危険警報

レベル４
高潮危険警報

警戒レベル３
相当

レベル３
氾濫警報

レベル３
大雨警報

レベル３
土砂災害警報

レベル３
高潮警報

警戒レベル２
レベル２

氾濫注意報
レベル２

大雨注意報
レベル２

土砂災害注意報
レベル２

高潮注意報

警戒レベル１ 早期注意情報

令
和
８
年
５
月
か
ら

　

防
災
気
象
情
報
が

　
　
新
し
く
な
り
ま
す
。

上
富
田
町
紀
州
材
活
用
住
宅

支
援
事
業
補
助
金‐

ご
案
内
‐

※住所異動の手続きや住民票・戸籍等

の発行は行えません。

※手続きに必要なものは事前にお問い

合わせください。

問 住民課 住民・環境班 ( ①番窓口 ) ☎ 47–0550

マイナンバーカード　夜間窓口
時 4 月 9 日・23 日㊍  19 時まで
場 住民課（①番窓口）
内 マイナンバーカードの申請・受け取り
　  電子証明書の発行・更新
　  暗証番号の変更 など

有料広告

有料広告
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軽
自
動
車
税
の
納
期
限
が
変

更
と
な
り
ま
す
。

納
期
限
の
変
更

　
令
和
８
年
度
か
ら
軽
自
動
車

税
の
納
期
限
が
５
月
31
日
に
変

更
と
な
り
ま
す
。（
こ
れ
ま
で

は
４
月
30
日
）

※
納
期
限
が
土
・
日
、
祝
日
の

場
合
は
、
そ
の
翌
営
業
日
が

納
期
限
で
す
。

賦
課
期
日
（
軽
自
動
車
税
の
課

税
の
基
準
日
）

　
賦
課
期
日
に
つ
い
て
は
、
変

わ
ら
ず
４
月
１
日
で
す
。

納
税
通
知
書
の
送
付

　
納
期
限
の
変
更
に
伴
い
納
税

通
知
書
は
５
月
上
旬
発
送
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

納
税
証
明
書
の
有
効
期
限

　
令
和
７
年
度
の
納
税
証
明
書

の
有
効
期
限
は
令
和
８
年
４
月

29
日
ま
で
で
す
。

　
有
効
期
限
以
降
に
、
車
検
を

受
け
ら
れ
る
予
定
の
方
は
、
期

限
を
延
長
し
再
発
行
し
ま
す
の

で
、
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課
　
課
税
班

☎
３
４
‐
２
３
７
１

　
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険

税
を
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

で
納
め
て
い
る
方
に
は
、
毎
年

４
月
に
仮
徴
収
額
（
４
・
６
・
８

月
に
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る

金
額
）
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
仮
徴
収
額

は
２
月
分
の
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
金
額
と
同
額
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
継
続
し
て
年
金
天
引

き
さ
れ
る
方
に
対
し
て
は
、
令

和
８
年
度
か
ら
お
知
ら
せ
の
送

付
を
廃
止
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
た
に
特
別
徴
収
が

開
始
に
な
る
方
、
中
止
に
な
る

方
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、
年
間
保
険
料
（
税
）
は

７
月
に
確
定
し
ま
す
の
で
、
本

決
定
の
通
知
は
引
き
続
き
７
月

中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

問 

【
介
護
】
長
寿
課 

（
⑩
番
窓
口
）

☎
３
３
‐ 

７
３
４
０

　 

【
後
期
】
住
民
課
保
険
班

 

（
③
番
窓
口
）

☎
３
４
‐ 

２
３
７
２

　 

【
国
保
】
税
務
課
課
税
班

 

（
⑥
番
窓
口
）

☎
３
４
‐ 

２
３
７
１

仮
徴
収
の
お
知
ら
せ

廃
止
の
ご
案
内

軽
自
動
車
税

納
期
限
変
更
‐
お
知
ら
せ
‐

　
現
在
、
メ
ジ
ロ
は
捕
獲
禁
止

と
な
っ
て
い
ま
す
。
許
可
な
く

捕
獲
や
飼
育
し
た
場
合
は
、
法

の
罰
則
を
受
け
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
メ
ジ
ロ
を
飼
養
登
録
し
て
い

る
方
は
登
録
期
間
が
終
了
す
る

ま
で
に
更
新
手
続
き
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
引
き
続
き
飼
養
で

き
ま
す
。（
※
愛
玩
の
た
め
の
飼

養
登
録
有
効
期
間
は
、
１
年
間

で
す
。）

【
捕
獲
許
可
】

　
西
牟
婁
振
興
局

　
健
康
福
祉
部
　
衛
生
環
境
課

☎
２
６
‐
７
９
３
４

【
飼
養
登
録
】

　
振
興
課

　
　
農
林
水
産
班
（
⑦
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

問 

和
歌
山
県
　
環
境
生
活
部

自
然
環
境
室

☎
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
７
７
９

　
近
年
、
全
国
的
に
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ニ
シ
（
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
）

の
生
息
区
域
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。

　
春
夏
期
で
は
、
深
水
と
な
っ

た
部
分
で
被
害
が
生
じ
や
す
く
、

移
植
苗
の
食
害
を
防
止
す
る
た

め
に
は
、
田
植
え
前
後
に
、
薬

剤
散
布
や
浅
水
管
理
な
ど
の
防

除
対
策
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

防
除
対
策
の
例

①
薬
剤
に
よ
る
駆
除

　
田
植
え
後
の
ま
だ
や
わ
ら
か

い
稲
を
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は
好

ん
で
食
べ
ま
す
。
駆
除
剤
や
水

稲
用
殺
虫
剤
を
田
植
え
後
に
散

布
し
駆
除
し
ま
す
。

②
耕
う
ん
に
よ
る
予
防
対
処
法

　
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は
、
寒
さ

に
弱
い
生
き
物
で
す
。
寒
く
な

る
と
土
の
中
に
潜
る
こ
と
で
寒

さ
を
し
の
ぎ
ま
す
。
そ
れ
を
ト

ラ
ク
タ
ー
で
浅
く
耕
う
ん
し
、

粉
砕
し
た
り
、
殻
を
傷
つ
け
て

耐
寒
性
を
低
下
さ
せ
て
駆
除
し

て
い
く
こ
と
が
冬
場
に
は
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
で
、
田
植
え
時
の

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
量
は
非
常

に
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
農
林
水
産
省

Ｈ
Ｐ
に
春
夏
期
、
秋
冬
期
の
詳

細
な
対
策
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
貝
に
は
人
体
に
有

害
な
寄
生
虫
（
広
東
住
血
線
虫
）

が
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
ゴ

ム
手
袋
や
ゴ
ミ
拾
い
用
ト
ン
グ

な
ど
を
使
用
し
、
素
手
で
は
扱

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問 

西
牟
婁
振
興
局

　
農
業
水
産
振
興
課

☎
２
６
‐
７
９
４
１

　 

振
興
課
　
農
林
水
産
班

（
⑦
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

【
農
林
水
産
省
Ｈ
Ｐ
】

h
ttp

s://w
w
w
.m

a
ff.g

o
.jp

/j/

sy
o
u
a
n
/sy

o
k
u
b
o
/g

a
ic
y
u
/

siry
o
u
2
/su

k
u
m
i/su

k
u
m
i.

h
tm

l

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
は

禁
止
で
す

  

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対
策

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
は

禁
止
で
す
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～
令
和
８
年
度
の
申
請
を

　
　
　
受
け
付
け
て
い
ま
す
～

対 

上
富
田
町
に
住
民
登
録
が
あ 

り
、
在
宅
さ
れ
て
い
る
（
施
設 

入
所
者
は
除
く
）
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２

級
を
お
持
ち
の
方

・
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２
を
お

持
ち
の
方

助
成
内
容 

・
交
付
冊
数

：

１
人
１
冊
（
24

枚
つ
づ
り
）

・
助
成
額

：

１
枚
５
０
０
円
分

（
１
回
の
利
用
に
つ
き
最
大
２
枚

＝
1
０
０
０
円
ま
で
使
用
可
能
）

利
用
方
法 

タ
ク
シ
ー
利
用
時
に
、
福
祉
タ

ク
シ
ー
助
成
券
と
身
体
障
害
者

手
帳
等
（
本
人
確
認
書
類
）
を

運
転
手
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

持 ・
交
付
申
請
書
（
福
祉
課
窓
口

に
も
あ
り
ま
す
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療

育
手
帳
の
写
し

問
・
申 

福
祉
課
　
福
祉
班

 

（
⑤
番
窓
口
）

 

☎
３
４
‐
２
３
７
３

　
白
浜
な
ぎ
さ
ホ
ー
ム
は
、
紀

南
地
方
児
童
福
祉
施
設
組
合
で

運
営
し
て
い
る
母
子
生
活
支
援

施
設
で
す
。

　
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育

し
て
い
る
母
子
家
庭
ま
た
は
何

ら
か
の
事
情
で
離
婚
の
届
出
が

で
き
な
い
な
ど
、
母
子
家
庭
に

準
じ
る
家
庭
の
女
性
が
子
ど
も

と
一
緒
に
利
用
で
き
る
施
設
で

す
。

　
居
室
を
提
供
す
る
ほ
か
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
で
入
所
さ
れ
た

お
母
さ
ん
と
子
ど
も
に
対
し
て

心
身
と
生
活
を
安
定
さ
せ
る
た

め
の
相
談
、
援
助
を
進
め
な
が

ら
自
立
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対 

福
祉
課
（
④
番
窓
口
）

　
　
　
☎
３
４
‐
２
３
７
３

福
祉
タ
ク
シ
ー

助
成
券
の
ご
案
内

  

母
子
生
活
支
援
施
設

『
白
浜
な
ぎ
さ
ホ
ー
ム
』の   

  

ご
案
内

　
～
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た
～

　
先
般
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
し
た
日
本
赤
十
字
社

の
活
動
資
金
に
つ
き
ま
し
て
、

89
万
８
４
５
０
円
を
お
寄
せ
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。（
令
和
８

年
２
月
末
現
在
）

　
ご
報
告
か
た
が
た
、
皆
様
の

あ
た
た
か
い
ご
支
援
に
対
し
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

く
活
動
資
金
に
支
え
ら
れ
、
日

本
赤
十
字
社
は
、
世
界
各
地
で

の
救
援
活
動
は
も
と
よ
り
、
国

内
で
の
災
害
救
援
・
救
護
活
動
、

血
液
事
業
、
医
療
活
動
、
社
会

福
祉
事
業
な
ど
の
活
動
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
日
本
赤
十
字
社
の

活
動
に
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問 

福
祉
課
　
福
祉
班（

⑤
番
窓
口
）

　
☎ 

３
４
‐
２
３
７
３

　
令
和
８
年
４
月
か
ら
、
各
手

当
の
支
給
額
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
７
年
の
物
価
変
動
率
を

踏
ま
え
、
各
手
当
の
支
給
額
は

次
の
と
お
り
引
き
上
げ
と
な
り

ま
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
は
所
得
に
よ

　
り
支
給
額
が
計
算
さ
れ
ま
す
。

問 

福
祉
課
（
④
番
、
⑤
番
窓
口
）

　
☎
３
４
‐
２
３
７
３

令
和
７
年
度

日
本
赤
十
字
活
動
資
金

児
童
扶
養
手
当
等　

額
改
定
お
知
ら
せ

手当種別
令和 7 年 4 月から
令和 8 年 3 月まで

令和 8 年 4 月から

児童扶養
手当

第１子
支給額

全部 46,690 円
一部 46,680 円～ 11,010 円

全部 48,050 円
一部 48,040 円～ 11,340 円

第２子
以降
加算額

全部 11,030 円
一部 11,020 円～ 5,520 円

全部 11,350 円
一部 11,340 円～ 5,680 円

特別児童扶養手当
1級 56,800 円
2 級 37,830 円

1 級 58,450 円
2 級 38,930 円

特別障害者手当 29,590 円 30,450 円

障害児福祉手当 16,100 円 16,560 円
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ワ
ク
ワ
ク
し
て
る
？

　
も
う
い
ち
ど
７
歳
の
目
で
世

界
を
！
を
テ
ー
マ
に
、
平
成
30

年
５
月
に
上
富
田
町
で
開
校
し

ま
し
た
。
一
期
半
年
で
こ
の
３

月
に
第
15
期
が
修
了
し
ま
す
。

　
毎
月
第
２
土
曜
日
午
後
に
、

講
師
先
生
の
90
分
の
授
業
が
、

２
コ
マ
あ
り
、
起
業
や
町
づ
く

り
、
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
や
最
先
端

技
術
、
農
業
や
食
な
ど
多
才
な

講
師
陣
の
授
業
を
聴
い
て
、
刺

激
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
更
に
授
業
を
受
け
る
だ
け
で

は
な
く
、
ク
ラ
ブ
活
動
が
あ
り
、

生
徒
さ
ん
同
志
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
講
師
先
生
か
ら
刺
激
を
受
け

吸
収
し
た
こ
と
、
生
徒
さ
ん
同

士
で
作
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

こ
の
上
富
田
を
中
心
に
広
げ
て

い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
第
16
期
（
４
月

～
９
月
）
が
始
ま
り
ま
す
。

　
今
回
は
Ｇ
‐
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
開

発
者
、
音
楽
雑
誌
ロ
ッ

キ
ン
グ
・
オ
ン
創
刊

者
や
東
京
大
学
先
端

科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

教
授
、
起
業
や
料
理

家
…
多
様
な
先
生
方

に
来
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

　
授
業
日
程
は
、
４

月
11
日
、
５
月
９
日
、

６
月
13
日
、
７
月
11

日
、
８
月
８
日
、
９

月
12
日
の
全
６
回
、

土
曜
日
の
13
時
か
ら

90
分
の
授
業
が
２
コ

マ
。

　
リ
ア
ル
授
業
と
オ

ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
）
受
講
も
併
用
し

て

い

る

の

で
、

遠

方
の
方
や
在
宅
ワ
ー

カ
ー
、
子
育
て
世
代
の
方
も
受

講
で
き
ま
す
。

費 

１
万
円

　 

学
生
は
無
料

（
但
し
積
極
的
に
運
営
の
お
手
伝

い
を
す
る
）

対 

15
歳
以
上
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
が
あ
る
こ
と
（
基
本
連
絡
が

メ
ー
ル
に
な
り
ま
す
）

　
15
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
同
席

可企
業
枠 

２
期
１
口
　
２
万
円

　
　
　
　（
年
間
全
12
回
）

　
１
回
の
授
業
に
１
名
の
受
講

※
受
講
者
は
毎
回
変
更
Ｏ
Ｋ

申 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

『
紀
州
く
ち
く
ま
の
』
で
検
索

h
ttp

s://w
w
w
.n
e
c
h
u
-k
u
c
h
i

k
u
m
an

o
.co

m

問 

一
般
社
団
法
人

紀
州
く
ち
く
ま
の
未
来
創
造
機

構場 

上
富
田
産
業
振
興
・
文
化
交

流
館

☎
３
４
‐
３
１
１
５

　
現
在
、
大
賀
ハ
ス
を
守
る
会

で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
皆
さ
ま
は
、
上
富
田
町
岡
地

区
に
大
賀
ハ
ス
田
が
あ
る
の
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　
本
会
で
は
、
貴
重
な
大
賀
ハ

ス
を
保
護
、
保
存
、
管
理
し
、

後
世
ま
で
伝
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
組
織
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
と
一
緒
に
大
賀
ハ
ス

を
見
守
り
ま
せ
ん
か
？

　
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
左
記

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

活
動
期
間 

　
５
月
中
旬
～
８
月
上
旬

活
動
内
容 

　
雑
草
取
り
、
草
刈
り
、
肥
料

散
布
、
手
入
れ
等

問 

大
賀
ハ
ス
を
守
る
会
事
務
局

振
興
課
企
画
・
商
工
観
光
班

（
⑧
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

　
町
の
情
報
を
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ
で
お

届
け
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
登
録

が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
「
友
だ
ち
追
加
」

を
お
願
い
し
ま
す
。

欲
し
い
情
報
だ
け
受
信

　「
受
信
設
定
」
で
希
望
す
る
情

報
の
み
受
け
取
れ
ま
す
。

分
か
り
や
す
い
メ
ニ
ュ
ー

　「
基
本
」
と
「
防
災
」
の
タ
ブ

切
り
替
え
で
、
知
り
た
い
情
報

に
す
ぐ
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

ご
み
収
集
日
を
お
知
ら
せ

　
地
区
を
設
定
す
る
と
、
収
集

日
の
前
日
に
通
知
が
届
き
ま
す
。

出
し
忘
れ
防
止
に
！

ご
み
の
分
別
を
検
索

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
上
で
調
べ
た
い
ご

み
の
種
類
を
送
信
す
る
と
、
ご

み
の
捨
て
方
を
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　 

問 

振
興
課
　
企
画
・
商
工
観
光

班
（
⑧
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

第
16
期
　
入
学
受
付

紀
州
く
ち
く
ま
の

熱
中
小
学
校

大
賀
ハ
ス
を
守
る
会

会
員
募
集
中
！

上
富
田
町
公
式
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ

友
達
募
集
中
！

登録は
こちらから

↓
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　朝の時間を有効活用して、楽しく健康づくりを始
めませんか。参加するごとにポイントが貯まり、景
品交換や友ヶ島での最終イベント参加を目指せま
す。みんなで歩いて、元気な毎日を過ごしましょう。

線崎外科胃腸科クリニックの
線崎先生も参加します！

景品準備のため
初回のみ申し込みが
必要です

時 
令和８年４月～令和９年２月

毎月最終金曜日 ６時 30 分～７時

場 
彦五郎公園

※雨天時は保健センターで

ちょこっとトレーニング

対 
上富田町に住民票のある 20 歳以上の方

費 
無料

申・問  
住民課 保険班（保健センターと共同開催）

☎ ３４- ２３７２　

【初回参加】ひょうたん先輩限定手ぬぐい

【2 回目】除菌シート

【3 回目】ティッシュ

【200P 達成】４００円相当の日用品

【350P 達成】金芽米１kg

【皆勤賞】素敵なプレゼント

時 
令和９年３月７日㊐　　

対 
ウォーキング参加者 ポイント上位者優先

定 
25 名

費 
自己負担あり

朝活ウォーク
参加者募集 !

最終回イベント in 友ヶ島

景品（プレゼント）

　
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
は
１
歳
ま
で

に
50
％
以
上
が
、
２
歳
ま
で
に

ほ
ぼ
１
０
０
％
の
乳
幼
児
が
感

染
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
初
め

て
感
染
し
た
乳
幼
児
の
約
３
割

で
は
、
咳
が
悪
化
し
、
呼
吸
が

苦
し
く
な
る
、
気
管
支
炎
の
症

状
が
で
る
等
、
重
症
化
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
妊
婦
の
方
が
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
る
こ
と
で
、
お
母
さ
ん
の

中
で
作
ら
れ
た
抗
体
が
胎
盤
を

通
じ
て
、
胎
児
に
移
行
し
、
予

防
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
対
象
の
方
に
は
、
個
別
通
知

も
し
く
は
妊
娠
届
の
受
付
時
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ワ
ク

チ
ン
の
効
果
等
を
ご
確
認
い
た

だ
き
、
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

対 

妊
娠
28
週
～
36
週
6
日
ま

で
の
方

費 

無
料

　
肺
炎
球
菌
感
染
症
と
は
、
肺

炎
球
菌
と
い
う
細
菌
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
、
気
管
支
炎
、

肺
炎
、
敗
血
症
な
ど
の
重
い
合

併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
　

　
４
月
１
日
よ
り
、
定
期
接
種

で
用
い
る
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
が

変
わ
り
ま
す
。
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
種
類
が
Ｐ
Ｃ
Ｖ
20
に
変

わ
り
ま
す
。
以
前
の
ワ
ク
チ
ン

よ
り
も
、
高
い
有
効
性
が
期
待

で
き
、
安
全
性
も
以
前
の
ワ
ク

チ
ン
と
と
も
に
特
段
の
懸
念
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の

分
ワ
ク
チ
ン
の
価
格
が
高
く

な
る
た
め
、
自
己
負
担
額
が

４
０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

　
対
象
の
方
に
は
個
別
通
知
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ワ
ク

チ
ン
の
効
果
な
ど
を
ご
確
認
い

た
だ
き
、
接
種
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

対 ①
65
歳
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
者
で

あ
っ
て
、
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
相
当
の
方

費 

４
０
０
０
円

  
W

eb
申込はこち

ら

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ

ク
チ
ン
（
妊
婦
の
方
）が
定

期
予
防
接
種
と
な
り
ま
す

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
種
類
と
自
己
負

担
額
が
変
わ
り
ま
す

令
和
８
年
度
よ
り
変
わ
る
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
！
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口
と

し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
そ

の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電
話
や

窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も
訪
問
し

ま
す
。
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
加
齢
に
よ
り
心
身
が
衰
え
た

状
態
を
「
フ
レ
イ
ル
」
と
い
い

ま
す
。
早
い
段
階
で
気
づ
き
、

運
動
・
栄
養
・
社
会
参
加
に
取

り
組
め
ば
、
元
の
元
気
な
状
態

に
戻
せ
る
“
可
逆
性
”
が
あ
る

こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
要

介
護
状
態
へ
の
進
行
を
防
ぎ
、

自
立
し
た
生
活
を
延
ば
す
こ
と

が
目
的
で
す
。

フ
レ
イ
ル
予
防
の
４
つ
の
柱

①
身
体

座
り
っ
ぱ
な
し
を
避
け
、
こ

ま
め
に
立
つ
・
歩
く
な
ど
日

常
生
活
の
中
で
体
を
動
か
し

ま
し
ょ
う
。
無
理
の
な
い
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
、
転
倒
予
防
に
も

効
果
的
で
す
。

②
栄
養
・
口
腔

低
栄
養
は
フ
レ
イ
ル
の
大
き

な
原
因
で
す
。
肉
・
魚
・
大

豆
製
品
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質

を
し
っ
か
り
摂
り
ま
し
ょ
う
。

噛
む
・
飲
み
込
む
力
を
保
つ

た
め
の
口
腔
ケ
ア
や
定
期
的

な
歯
科
受
診
も
大
切
で
す
。

③
社
会
参
加

地
域
の
集
ま
り
や
趣
味
活
動

に
参
加
し
、
人
と
の
つ
な
が

り
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
役
割

を
持
つ
こ
と
が
生
き
が
い
に

つ
な
が
り
、
閉
じ
こ
も
り
防

止
に
な
り
ま
す
。

④
認
知
・
こ
こ
ろ

適
切
な
睡
眠
を
心
が
け
、
会

話
や
趣
味
な
ど
で
頭
を
使
う

時
間
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

「
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
続

け
る
」
こ
と
が
元
気
を
保
つ

秘
訣
で
す
。

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

時 

４
月
3
日
㊎

　
　
14
時
～
15
時
30
分

場 

彦
五
郎
公
園

（
雨
天
時
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
）

内 

お
花
見

問 

長
寿
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
⑨
番
窓
口
）

☎
３
３
‐
７
３
４
０

　
肺
炎
球
菌
感
染
症
と
は
、
肺

炎
球
菌
と
い
う
細
菌
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
、
気
管
支
炎
、

肺
炎
、
敗
血
症
な
ど
の
重
い
合

併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
　

　
４
月
１
日
よ
り
、
定
期
接
種

で
用
い
る
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
が

変
わ
り
ま
す
。
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
種
類
が
Ｐ
Ｃ
Ｖ
20
に
変

わ
り
ま
す
。
以
前
の
ワ
ク
チ
ン

よ
り
も
、
高
い
有
効
性
が
期
待

で
き
、
安
全
性
も
以
前
の
ワ
ク

チ
ン
と
と
も
に
特
段
の
懸
念
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の

分
ワ
ク
チ
ン
の
価
格
が
高
く

な
る
た
め
、
自
己
負
担
額
が

４
０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

　
対
象
の
方
に
は
個
別
通
知
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ワ
ク

チ
ン
の
効
果
な
ど
を
ご
確
認
い

た
だ
き
、
接
種
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

対 ①
65
歳
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
者
で

あ
っ
て
、
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
相
当
の
方

費 

４
０
０
０
円

　４月は進学、就職、引っ越しなどで新しい生活をスタートする方も多い季節ですね。身の回りの環

境が変わり食生活が不規則になってしまう方も多いのではないでしょうか。まずは、朝ごはんをしっ

かりと食べて毎日のスタートを切りましょう。

●前日に下ごしらえをして朝ごはんの準備をスムーズに

例）みそ汁の具を切っておく、夕食のおかずを残しておく、

　　ゆで卵を作っておく　など

●まずは手軽に準備できるものから始める

例）市販のおにぎりやサンドイッチ、チーズ、バナナな

　　どの果物、ヨーグルト、野菜ジュース　など

●栄養補助食品を活用する

例）ゼリーや飲料タイプの栄養補助食品

☆パンやおにぎりなど、おかずや野菜が不足しやすい時

にプラスすると、栄養バランスが整います。

　
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン
（
Ｍ
Ｒ
）
Ⅱ
期
の
予
防
接
種

を
す
る
時
期
で
す
。

　
接
種
期
限
間
近
の
駆
け
込
み

は
、
突
然
の
体
調
不
良
等
で
期

限
内
に
接
種
で
き
な
く
な
る
原

因
に
な
り
ま
す
。
余
裕
を
も
っ

て
接
種
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

接
種
期
限 

　
令
和
９
年
３
月
31
日

〈
麻
し
ん
（
は
し
か
）
と
は
〉

　
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
空
気
感

染
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
非

常
に
感
染
力
が
強
く
、
免
疫
の

な
い
人
が
感
染
を
受
け
る
と
ほ

ぼ
１
０
０
％
発
病
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
重
症
化
す
る
と

肺
炎
や
脳
炎
を
引
き
起
し
、
命

に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〈
風
し
ん
と
は
〉

　
飛
沫
感
染
に
よ
る
急
性
ウ
イ

ル
ス
性
発
疹
症
で
す
。
発
疹
、

発
熱
な
ど
の
症
状
は
比
較
的
軽

い
病
気
で
す
が
、
妊
娠
初
期
に

妊
婦
が
感
染
す
る
と
胎
児
に
ま

で
感
染
し
、
先
天
性
異
常
を
お

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

令
和
２
年
４
月
２
日
～

令
和
３
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
方
へ

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

フ
レ
イ
ル
予
防
で
自
立
し
た

生
活
を
守
り
ま
し
ょ
う

朝ごはんを食べて元気な１日を！

＜朝ごはんを食べる習慣をつけよう＞ ＜朝ごはんのメリット＞

・体や脳のエネルギー源になる

・太りにくい身体を作る

・睡眠の質が良くなる

・集中力がアップする

・便通が良くなる

朝食を食べる習慣が今までな

かった方は、まずは野菜ジュース

やヨーグルトなど軽いものから

始めてみましょう。
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Ⅰ 

学
校
教
育
指
導
の
重
点
目
標

　
教
育
基
本
法
の
精
神
に
の
っ

と
り
、
教
育
課
程
の
基
準
と
、
生

涯
学
習
に
基
づ
く
上
富
田
町
の

教
育
目
標
を
踏
ま
え
て
、
一
人
ひ

と
り
が
意
欲
的
に
学
び
、
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
身
に
つ

け
、
変
化
の
激
し
い
社
会
で
「
生

き
る
力
」
を
育
み
、
人
間
性
豊
か

な
児
童
生
徒
の
育
成
を
め
ざ
し
、

次
の
重
点
目
標
を
設
定
す
る
。

（
重
点
目
標
）

①
一
人
ひ
と
り
を
生
か
す
教
育

活
動
を
展
開
す
る
中
で
、
基
礎

的
・
基
本
的
な
学
習
お
よ
び
技

能
を
確
実
に
習
得
さ
せ
、
児
童

生
徒
の
個
性
の
伸
長
お
よ
び
自

己
実
現
と
存
在
感
を
育
て
る
。

②
学
び
、
考
え
、
判
断
し
、
自

ら
主
体
的
に
問
題
を
解
決
す
る

力
を
育
て
る
。

※
指
導
視
点
の
明
確
化
：
教
え

る
内
容
の
精
選
、
学
習
者
の

体
験
的
な
学
び
、
能
動
的
な

学
び
等
。

③
生
命･

人
権
を
尊
重
す
る
心

や
他
を
思
い
や
る
心
・
感
動
す

る
心
を
育
て
る
と
と
も
に
、
自

然
を
大
切
に
し
、
環
境
の
保
全

に
寄
与
す
る
態
度
を
養
う
。

④
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を

培
い
、
国
際
社
会
に
生
き
る
日

本
人
と
し
て
の
自
覚
を
育
て
、

世
界
の
平
和
と
発
展
に
寄
与
す

る
態
度
を
養
う
。

⑤
個
人
の
価
値
と

能
力
を
尊
重
す
る

と
と
も
に
、
職
業

お
よ
び
生
活
と
の
関
連
を
重
視

し
、
勤
労
を
重
ん
ず
る
態
度
を

養
う
。

⑥
日
常
生
活
に
お
い
て
適
切
な

体
育
・
健
康
に
関
す
る
活
動
の

実
践
を
促
し
、
生
涯
を
通
じ
て

健
康
・
安
全
で
活
力
あ
る
生
活

を
送
る
た
め
の
基
礎
を
培
う
。

Ⅱ 
学
校
教
育
充
実
に
あ
た
っ
て
の 

　
　 
努
力
目
標

（
１
）
学
校
経
営
の
確
立

　
学
校
長
は
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
も
ち
、
学
校
経
営
方
針
を
ス

ク
ー
ル
プ
ラ
ン
に
示
し
、
教
職
員

と
共
有
す
る
と
と
も
に
学
校
運
営

協
議
会
の
承
認
を
得
て
、
児
童
生

徒
の
資
質
・
能
力
の
育
成
に
努
め

る
。

①
調
和
と
統
一
の
あ
る
学
校
経
営

「
ス
ク
ー
ル
プ
ラ
ン
に
よ
る
学
校

経
営
」

②
創
意
、
特
色
の
あ
る
学
校
運
営

「
生
涯
学
習
の
基
礎
と
な
る
『
生

き
る
力
』
の
育
成
」

③
研
修
の
充
実
　｢

現
職
教
育
の

充
実
・
深
化｣

　

④
家
庭
と
地
域
社
会
等
と
の
連
携

「
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
と
の
協

働
」

⑤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学

校
運
営
協
議
会
）
の
設
置
と
運
用

（
２
）
教
育
内
容
の
充
実
（
指

導
内
容
の
精
査
と
時
間
管

理
で
深
い
学
習
・
授
業
に
）

　
県
教
育
委
員
会
「
和
歌
山
県

の
教
育
の
要
点
」
を
参
酌
し
、

特
に
、授
業
づ
く
り
３
原
則
「
本

時
の
目
標
提
示
、
課
題
追
究
の

明
確
化
（
書
く
活
動
の
設
定
）、

ま
と
め
（
振
り
返
り
設
定
）」

を
周
知
し
「
わ
か
る
・
学
習
の

お
も
し
ろ
さ
が
実
感
で
き
る
授

業
づ
く
り
」
を
め
ざ
す
。

①
教
科
等
指
導
の
充
実
「
自
ら
学

ぶ
意
欲
と
考
え
る
力
を
育
て
る
」

②
道
徳
教
育
の
充
実
「
自
ら
を

律
し
、
他
を
思
い
や
る
豊
か
な

心
を
育
て
る
」

③
保
健
体
育
・
安
全
指
導
「
健

や
か
で
た
く
ま
し
い
心
と
体
を

育
て
る
」

（
３
）
教
育
機
能
の
推
進

①
人
権
教
育
の
推
進
「
す
べ
て

の
子
に
健
全
な
発
達
と
人
権
感

覚
を
養
う
」

②
生
徒
指
導
の
充
実
強
化
「
教

職
員
は
、
よ
く
聞
き
、
公
平
で

温
か
さ
と
厳
し
さ
を
基
に
」

③
特
別
支
援
教
育
（
特
性
の
あ

る
児
童
生
徒
の
教
育
の
充
実
）

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

視
点
」

④
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
進
路
指
導
）

の
推
進
「
望
ま
し
い
職
業
観
・

勤
労
観
の
育
成
」

⑤
情
報
活
用
能
力
の
育
成
「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
第
２
期

の
充
実
と
進
展
」

（
４
）
当
面
す
る
課
題
へ
の
対
応

①
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た

内
容
の
達
成
・
充
実
に
努
め
る
。

・
学
習
指
導
要
領
の
研
修
と
実

践
化
に
努
め
る
。

・
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
へ
向
け
て
取
り
組

み
を
進
め
る
。

②
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

の
複
数
配
置
に
よ
り
、
小
・
中

学
校
で
の
英
語
教
育
の
充
実
に

努
め
る
と
と
も
に
、
国
際
理
解

教
育
を
進
め
る
。

③
県
教
育
委
員
会
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
教
育
相
談
体
制
（
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
不

登
校
支
援
員
・
訪
問
支
援
員
等
）

や
指
導
体
制
を
整
え
、
不
登
校
児

童
生
徒
の
社
会
的
自
立
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
。
ま
た
、

校
内
対
策
委
員
会
や
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し

な
が
ら
適
切
な
対
応
を
進
め
る
。

④
適
切
な
授
業
時
数
の
確
保
に

留
意
し
、
年
間
教
育
計
画
や
校

時
、
学
校
行
事
等
の
見
直
し
に

努
め
る
。

⑤
自
他
の
生
命
を
大
切
に
し
た

交
通
安
全
指
導
の
推
進
に
努
め

る
。

⑥
学
校
規
模
に
応
じ
た
小
学
校

教
科
担
任
制
の
実
施
に
向
け
て

取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

⑦
国
際
理
解
教
育
推
進
の
た

め
、
中
学
生
・
教
員
の
海
外
研

修
お
よ
び
外
国
人
受
け
入
れ
に

よ
る
国
際
交
流
に
努
め
る
。（
上

富
田
町
国
際
交
流
協
会
と
の
連

携
）

⑧
地
域
等
と
の
交
流
「
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
」
の
充
実
。（
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
）

・
共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
・

充
実
。（
地
域
人
材
の
活
用
、

共
育
ミ
ニ
集
会
の
充
実
等
）

・
地
域
学
習
、
地
域
教
材
の
活
用
。

 (

ふ
る
さ
と
学
習
）

・
教
職
員
・
児
童
生
徒
の
地
域

活
動
へ
の
参
加
、
体
験
交
流

学
習
、
奉
仕
活
動
、
福
祉
活
動
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
積

極
的
な
参
加
。

・「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

に
よ
る
学
校
教
育
の
活
性
化
。

⑨ 

主
権
者
教
育
や
消
費
者
教
育

に
つ
い
て
発
達
段
階
に
応
じ
た

取
り
組
み
を
進
め
る
。

⑩
「
児
童
表
彰
に
関
す
る
条
例
」

の
的
確
な
推
進
に
努
め
る
。

⑪ 

教
職
員
の
危
機
管
理
能
力
の

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
定

期
的
に
防
災
教
育
や
防
災
訓
練

等
を
実
施
す
る
。（
第
３
日
曜

日
「
家
庭
の
日
」
を
防
災
の
日

と
す
る
）

⑫ 

児
童
生
徒
の
学
校
外
に
お
け

る
安
全
確
保
の
た
め
に
知
恵
を

出
し
合
い
、
保
護
者
・
地
域
と

連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

⑬ 

家
庭
学
習
の
定
着
、
習
慣
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
保
護
者

と
連
携
し
て
進
め
る
。

⑭ 

学
校
間
連
携
の
推
進
を
図
り
、

９
年
間
を
見
通
し
た
系
統
性
を

共
有
し
連
携
に
努
め
る
。

⑮
「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
」
に
の
っ
と
り
、
充
実
し
た

読
書
活
動
に
取
り
組
む
。

⑯ 

部
活
動
の
地
域
展
開
に
つ

い
て
周
知
理
解
を
図
る
と
と
も

に
、
実
施
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら

地
道
な
取
り
組
み
を
進
め
る
。

令
和
８
年
度
　
学
校
教
育
指
導
方
針
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図書館からのお知らせ 上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

今
月
の
ベ
ス
ト
テ
ン

1.
2.
　3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.

大河の一滴　最終編　　　　　　　　
カフェーの帰り道　　　　　　　　　
科学的に証明されたすごい習慣大百科
イン・ザ・メガチャーチ　　　　　　
暁星　　　　　　　　　　　　　　　
変な地図　　　　　　　　　　　　　
成瀬は都を駆け抜ける　　　　　　　
熟柿　　　　　　　　　　　　　　　
失われた貌　　　　　　　　　　　　
探偵小石は恋しない　　　　　　　　

五木　寛之
嶋津　輝　　
堀田　秀吾　
朝井　リョウ
湊　かなえ　
雨穴　　　　
宮島　未奈　
佐藤　正午　　
櫻田　智也　　
森　バジル　　

　　　　　　幻冬舎
　　　　東京創元社
　SBクリエイティブ
　日本経済新聞出版
　　　　　　双葉社
　　　　　　双葉社
　　　　　　新潮社
　　　　KADOKAWA
　　　　　　新潮社
　　　　　　小学館

〈本の紹介〉 『カタツムリの世界の描き方』

野島　智司/著　三才ブックス

にこにこおはなし会のお知らせ

カタツムリといえば、みなさんはどんなことを思い浮

かべますか？大きな殻を持っていて、ゆっくりゆっくり

移動する。効率的かと言われるとそうではない。効率

を重視する現代社会と逆行する生き物。この本では、

そんなカタツムリの知られざる魅力が余すことなく紹

介されています。本当に大切なことは、効率やコント

ロールすることとは別の視点にあるのでは？殻付きの

小さな生き物から私たちの生き方のヒントが見つかる

かもしれません。

　
卒
業
と
い
う
人
生
の
節
目
を

迎
え
て
、
将
来
の
目
標
に
向
か

い
精
一
杯
努
力
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

生
馬
小
学
校	
13
人

朝
来
小
学
校	
83
人

岩
田
小
学
校	

30
人

岡
小
学
校	

12
人

市
ノ
瀬
小
学
校	

23
人

　
小
学
校 

合
計	

161
人

上
富
田
中
学
校	

132
人

　
健
康
や
安
全
に
気
を
付
け

て
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
過
ご

せ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

生
馬
小
学
校	

13
人

朝
来
小
学
校	

64
人

岩
田
小
学
校	

23
人

岡
小
学
校	

6
人

市
ノ
瀬
小
学
校	

17
人

　
小
学
校 

合
計	

123
人

上
富
田
中
学
校	

144
人

卒
業
生
の
皆
さ
ま
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

入
学
生
の
皆
さ
ま
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
投
稿
歓
迎
）

氷
上
の
強
い
リ
フ
ト
に
金
メ
ダ
ル
　

ポ
ン
カ
ン
の
種
と
り
実
と
り
三
時
間

停
車
場
の
子
ら
の
生
気
や
椎
の
花
　

道
の
駅
ま
ず
草
餅
を
買
ひ
に
け
り
　

並
び
た
る
折
紙
の
雛
お
ち
ょ
ぼ
口

丁
髷
を
乱
し
テ
ッ
ポ
ウ
春
の
汗
　

と
も
だ
ち
と
あ
そ
ぶ
と

た
の
し
い
よ

シ
ー
ル
こ
う
か
ん

ブ
ラ
ン
コ
あ
そ
び

お
に
ご
っ
こ

と
も
だ
ち
は

や
さ
し
い
よ

け
が
を
し
た
ら
し
ん
ぱ
い
し
て

く
れ
る

と
も
だ
ち
は　

い
い
な

稲
田
　
和
代

命
日
に 

母
に
届
け
む 

墓
の
辺
に

　
　       

弾
け
る
産
声 

曾
孫
の
動
画
を

夢
の
よ
う 

日
々
の
暮
ら
し
が 

流
れ
行
く

　
　
　
　
　 

夕
日
染
ま
り
て 
胸
あ
つ
く
な
り

山
口
さ
と
江

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

千
世
女

凛絽
　
絽

田
浦 

陽
子

小
北 

月
子

木
村 

圀
夫

と
も
だ
ち

　
　
　

 

岡
小
学
校
１
年　
　

か
さ
ま
つ　

ひ
び
き
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令
和
８
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
の
加
入
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
な
お
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
み
で
の
受
け
付
け
と
な
っ

て
い
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
事
故
　

団
体
活
動
中
の
事
故
、
往
復

中
の
事
故
等

◆
補
償
内
容
　

傷
害
保
険
（
通
院
、
入
院
、

後
遺
障
害
、
死
亡
）・
賠
償

責
任
保
険
等

◆
対
象
団
体
　

４
名
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
団

体
・
社
会
教
育
関
係
団
体
等

◆
保
険
期
間
　

令
和
８
年
４
月
１
日
～

令
和
９
年
３
月
31
日

◆
掛
金
　
　
　

１
人 

年
額

８
０
０
円
～
１
万
１
千
円

（
団
体
の
活
動
内
容
・
年
齢

等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

◆
説
明
資
料
の
配
布
場
所

　
教
育
委
員
会
事
務
局

問 

教
育
委
員
会
事
務
局

☎ 

４
７
‐
５
９
３
０

令
和
８
年
度

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

‐
加
入
ご
案
内
‐

くわしくは、各公民館担当にお問い合わせください。

あなたも参加しませんか！？

教育委員会事務局 ☎ ４７-５９３０問

令和8年度サークル生大募集！！
内容

生け花

茶　道

俳　句

絵　画

ニュー俳画

水彩画

絵手紙

スマホ教室

囲　碁

卓　球

ジャズダンス

ジャズダンス（キッズ）

フラメンコ

社交ダンス

舞踊

親子リトミック

ヨガ

太極拳

健康体操

コーラス

キックボクササイズ

合唱

健康マージャン

空手

ボードゲーム

子育て（ママ友づくり）

フラダンス

グラウンドゴルフ

実施場所

芦山分館

下鮎川分館

朝来公民館

岩田公民館

市ノ瀬公民館

岩田公民館

生馬公民館

大谷分館

朝来公民館

朝来公民館

岩田公民館

岩田公民館

市ノ瀬公民館

南紀の台公民館

朝来公民館

南紀の台公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

岩田公民館

南紀の台公民館

朝来公民館

南紀の台公民館

朝来公民館

朝来公民館

南紀の台公民館

南紀の台公民館

岩田公民館

南紀の台公民館

南紀の台公民館

南紀の台公民館

南紀の台公民館

南紀の台公民館

スポーツセンター

開催日

毎月　第３㊌
毎月　第３㊍
毎月　第２㊏
毎月　第１㊋
毎月　第３㊐
毎月　第２㊏
毎月　１回

毎月　第１・第３㊊
毎月　第３㊌
毎月　第２・第４㊋
毎月　第１㊌
毎週　㊌
毎週　㊏
毎週　㊋
毎週　㊏
毎週　㊊・㊍・㊏
毎週　㊋
毎週　㊊・㊌・㊍
毎週　㊎
毎週　㊐
毎月　第１・第３㊊
月２回 ㊏
毎週　㊍
毎週　㊋
毎月　第４㊋
毎月　第２・第４㊌
毎週　㊋・㊍
毎週　㊋
毎週　㊌・㊍
毎月　第２・第４㊌
毎月　第４㊋
毎週　㊊・㊍
毎月　第２・第４㊊
毎週　㊋・㊍・㊎
毎週　㊏
毎月　第３㊐
毎月　第３㊎
毎週　㊌
毎週　㊊・㊍

時間

夜間

夜間

午後

夜間

午後

午後

午後

午後

午前

午後

午後

午前

午後

午後

夜間

午後 ㊊・午前 ㊍・㊏
夜間

午後

夜間

夜間

午後

午前

夜間

夜間

午前

午前

午前

午後

午前

午前

午後

夜間

夜間

午後

夜間

午前

午前

夜間

午後
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時 

５
月
23
日 

㊏

　
　
８
時
～
17
時
30
分

場 

紀
州
高
野
紙
伝
承
体
験
資
料

館
　
紙
遊
苑
、
周
辺
世
界
遺
産

見
学
、そ
ば
処 

幸
村
庵(

昼
食)

、

真
田
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
真
田
庵
、

道
の
駅
「
柿
の
里
く
ど
や
ま
」 

※
紙
漉
き
体
験
と
世
界
遺
産
見

学
は
２
組
に
分
か
れ
て
交
互

に
行
い
ま
す
。

費 

２
０
０
０
円
（
当
日
集
金)

※
昼
食
代
は
含
ま
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。
各
自
で
お
願
い
し
ま

す
。

定 

20
名
（
先
着
）

申 

市
ノ
瀬
・
下
鮎
川
在
住
の
方

４
月
１
日
㊌
～
４
月
17
日
㊎

町
内
の
方

４
月
10
日
㊎
～
４
月
17
日
㊎

問 

市
ノ
瀬
公
民
館

　
　
　
　
☎
４
８
‐
０
３
６
６

時 

初
回 

４
月
８
日 

㊌ 

　
　
19
時
～
20
時
30
分

以
降
、
毎
月 

㊌ 

２
回
程
度

場 

朝
来
公
民
館

費 

無
料

定 

15
名
（
先
着
順
）

申 

４
月
１
日 

㊌ 

以
降
で
朝
来

公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。(

㊏
・
㊐ 

を
除
く
９
時
00

分
～
16
時
00
分)

※
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
申
し
込
み
も

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
朝
来
公
民

館
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を

友
達
追
加
し
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問 
朝
来
公
民
館

☎
４
７
‐
０
５
４
５

　
２
月
20
日
金
曜
日
、
か
ん
り

ん
文
庫
か
ら
梅う

め

ざ

き崎
さ
ん
と
加か

く来

さ
ん
の
２
名
を
お
招
き
し
「
読

み
聞
か
せ
と
紙
芝
居
」
を
親
子

で
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
ず
館
長
か
ら
、
か
ん
り
ん

文
庫
が
串
本
町
潮
岬
に
あ
る
こ

と
な
ど
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、 

絵
本 

『
も
も

も
』
の
読
み
聞
か
せ
か
ら
ス
タ

　
日
牟
禮
八
幡
宮
　
八
幡
山
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ 

八
幡
堀
め
ぐ
り 

新
町
ど
お
り
（
町
並
み
と
資
料

館
等
の
見
学
）
ラ 

コ
リ
ー
ナ
近

江
八
幡

昼
食 

久
ぼ
多
屋(

近
江
牛
陶
板

焼
き
御
膳

：
変
更
も
可)

時 

５
月
16
日 

㊏

集 

岩
田
公
民
館
６
時
00
分 

発

～
20
時
30
分
頃 

着  

　
　
　
　

費 

１
万
２
０
０
０
円

定 

41
名(

先
着
順)

申 

参
加
費
を
添
え
て
岩
田
公
民

館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

岩
田
・
岡
在
住
の
方

４
月
８
日
㊌
～
５
月
11
日
㊊

町
内
の
方

４
月
15
日
㊌
～
５
月
11
日
㊊

問 

岩
田
公
民
館

☎
４
７
‐
２
０
２
０

青
少
年
育
成
町
民
会
議

封
筒
募
金
（
青
少
年
健
全
育
成
募
金
）
活
動
の
報
告
と
お
礼

　
平
素
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
に
皆
さ
ま
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
封
筒

募
金
は
、
６
７
万
３
１
０
０
円
（
３
月
１
日
現
在
）
と
、
た
く
さ
ん

の
善
意
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
大
切
な
お
金
は
、
今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え

て
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
約
束
し
、
こ
こ
に
ご
報
告

を
兼
ね
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

①
健
や
か
な
青
少
年
を
育
て
る
た
め
の

　
・
各
種
体
験
、
交
流
事
業
、
子
ど
も
議
会
、
青
春
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
・
夏
休
み
読
書
マ
ラ
ソ
ン
、
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室

　
・
各
校
区
協
議
会
活
動

②
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
の

　
・
春
、
夏
、
冬
の
子
ど
も
を
守
る
運
動
の
推
進

　
・
き
し
ゅ
う
君
の
家

③
非
行
防
止
の
た
め
の

　
・
広
報
車
に
よ
る
巡
回
活
動
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
　

　
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、
今
後
も
地
域
・
家
庭
・
関
係
機
関

等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
健
全
育
成
や
環
境
浄
化
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ー
ト
。
続
い
て
カ
ー
ド
を
使
っ

た
『
い
な
い
い
な
い
ば
あ
』
や
、

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
『
ふ
し
ぎ

な
ぽ
け
っ
と
』
が
行
わ
れ
、
手

遊
び
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
手

を
た
た
い
た
り
広
げ
た
り
し
て

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
絵
本
『
だ
る
ま
さ
ん
が
』
の

読
み
聞
か
せ
で
は
、
だ
る
ま
さ

ん
の
動
き
に
合
わ
せ
て
一
緒
に

転
ん
だ
り
起
き
上
が
っ
た
り
。

ま
た
、
ド
レ
ス
の
お
話
で
は
ウ

ク
レ
レ
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
み

ん
な
で
歌
い
ま
し
た
。

　
京
の
わ
ら
べ
う
た
「
お
す
わ

り
や
す 

い
す
ど
っ
せ
」
で
は
、

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
膝
を

椅
子
に
見
立
て
て
、
親
子
で
触

れ
合
い
な
が
ら
遊
ぶ
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
大
型
紙
芝
居
『
は

い
、
タ
ッ
チ
』
で
す
。
講
師
の

先
生
が
場
面
に
合
わ
せ
て
声
を

変
え
、
登
場
人
物
に
な
り
き
っ

て
語
る
お
話
に
、
子
ど
も
た
ち

は
す
っ
か
り
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
だ
生
後
数
か
月
の
お
子

さ
ん
も
い
ま
し
た
が
、
お
父
さ

ん
や
お
母
さ
ん
に
抱
か
れ
な
が

ら
、
じ
っ
と
お
話
を
聞
い
て
い

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
ノ
瀬
公
民
館
体
験
研
修

～
紀
州
高
野
紙
（
古
沢
紙
）
の

紙
漉
き
体
験
と
九
度
山
町
を
巡

る
旅
～

 

手
話
教
室

朝
来
公
民
館

 

ち
び
っ
こ
広
場

南
紀
の
台
公
民
館

史
跡
め
ぐ
り
参
加
者
募
集
中
！ 

（
滋
賀
県

：

近
江
八
幡
）
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林
野
庁
和
歌
山
森
林
管
理
署

の
方
々
に
よ
る
、森
林
教
室
「
苔

テ
ラ
リ
ウ
ム
作
り
」
を
、
朝
来

公
民
館
に
お
い
て
実
施
し
ま
し

た
。

　
ま
ず
、

森
林
管
理

署
の
役
割

や
日
ご
ろ

の
活
動
内

容
、
森
林
保
全
の
大
切
さ
な
ど

に
つ
い
て
の
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
初
め
て
聞
く
こ
と
ば
か
り

で
、
自
分
た
ち
の
安
心
安
全
に

大
き
く
か
か
わ
る
こ
と
だ
と
知

り
、
森
林
の
大
切
さ
に
つ
い
て

思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
苔
の
性
質
や
種
類
、
苔

テ
ラ
リ
ウ
ム
の
作
り
方
な
ど
に

つ
い
て
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
回
、
30
種
類
に
も
及
ぶ
た

く
さ
ん
の

苔
を
準
備

し
て
く
だ

さ
っ
て
い

て
、
そ
の

中
に
は
、

と
て
も
希

少
な
も
の

も
あ
る
と
の
こ
と
で
、
苔
た
ち

を
見
る
だ
け
で
も
楽
し
く
、
わ

く
わ
く
し
て
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
各
自
、
透
明
な

容
器
に
土
を
入
れ
、
好
き
な
苔

を
植
え
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

「
た
く
さ
ん
取
り
す
ぎ
た
ら
入

ら
ん
よ
」
と
注
意
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
あ
ま
り
の
苔
の

可
愛
さ
や
珍
し
さ
に
、
あ
れ
も

こ
れ
も
と
取
り
す
ぎ
て
し
ま
う

人
続
出
で
し
た
。

　
署
員
の
方
々
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
全
員
、

か
わ
い
ら
し
く
、
個
性
豊
か
な

苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
を
完
成
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
１
月
25
日
、
第
５
回
親
子
教

室
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
期
最
長
寒
波
で
雪
が
ち
ら

つ
く
中
、
親
子
33
名
（
13
チ
ー

ム
）
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
チ
ー

ム
を
編
成
し
、
親
子
が
相
互
に

プ
レ
ー
し
て
８
ホ
ー
ル
２
ラ
ウ

ン
ド
の
総
合
成
績
で
順
位
を
競

い
ま
し
た
。

　
好
プ
レ
ー
や
珍
プ
レ
ー
に
歓

声
が
上
が
り
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
も
記
録

さ
れ
る
な

ど
寒
さ
を

忘
れ
る
熱

戦
が
展
開

さ
れ
ま
し

た
。

　
休
憩
時

間
に
は
、

フ
ァ
ミ
リ

ー
間
の
会

話
も
弾
み
、
親
睦
が
深
ま
っ
た

気
が
し
ま
す
。

　
閉
会
式
で
は
、
成
績
優
秀
の

３
チ
ー
ム
と
ブ
ー
ビ
ー
賞
の
発

表
が
あ
り
、
賞
品
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

☆
入
賞
結
果

　
１
位
　
　
浅
山
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　
　
　（
３
連
覇
達
成
）

　
２
位
　
　
吉
川
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
３
位
　
　
岩
本
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
ブ
ー
ビ
ー
賞

　
　
　
　
　
鍋
倉
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

　
　
　
　
　
吉
川
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　
　
　
赤
木
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
２
月
７
日
に
高
齢
者
学
級
と

し
て
、
藍
染
体
験
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
訪
問
し
た
の
は
、
龍
神
村
の

「
藍
染
計け

い

ら良
」
さ
ん
で
す
。
参

加
者
は
８
名
。
２
台
の
公
用
車

に
分
乗
し
て
工
房
へ
行
き
ま
し

た
。

　
建
物
に
入
る
と
土
間
に
発
酵

し
た
藍
の
液
が
入
っ
た
カ
メ
が

埋
ま
っ
て
い
て
、
そ
の
横
の
テ

ー
ブ
ル
に
座
り
、
藍
染
に
つ
い

て
、
作
業
工
程
な
ど
見
本
を
見

な
が
ら
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　
藍
染
は
、
布
を
藍
の
液
に
浸

し
、
空
気
に
触
れ
さ
せ
る
と
青

く
染
ま
る
の
で
、
縛
っ
た
り
、

何
か
で
挟
ん
だ
り
し
て
空
気
に

触
れ
な
い
部
分
を
作
る
と
、
そ

こ
が
白
く
抜
け
て
模
様
と
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
ず
、
染
め
る
素
材
を
決
め

ま
し
た
。
ハ
ン
カ
チ
や
バ
ン
ダ

ナ
に
な
り
ま
し
た
。
次
に
模
様

を
考
え
ま
し
た
。
丸
い
模
様
を

作
る
た
め
に
ビ
ー
玉
や
お
は
じ

き
を
く
る
ん
で
輪
ゴ
ム
で
縛
り

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
板

で
両
側
か
ら
挟
ん
で
丸
や
四
角

の
模
様
を

作
っ
て
い

ま
し
た
。

　
縛
る
作

業
が
終
わ

る
と
染
め

で
す
。
藍

の
液
に
一

定
時
間
沈

め
て
か
ら

出
し
、
広
げ
て
空
気
に
触
れ
さ

せ
る
と
い
こ
と
を
３
回
繰
り
返

し
ま
し
た
。
こ
の
作
業
が
地
味

に
難
し
そ
う
で
し
た
。
そ
の
後

は
縛
り
を
解
い
て
水
洗
い
を
し

っ
か
り
し
て
持
ち
帰
り
と
な
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
個

性
的
な
柄
が
現
れ
、
満
足
顔
で

の
集
合
写
真
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
控
え
め
な

色
合
い
が
何
と
も
言
え
ま
せ

ん
」「
ほ
ど
い
た
時
の
驚
き
と

自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
後
日
、
公
民
館
の
作
品
展
に

展
示
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

森
林
教
室

 

「
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
作
り
」

朝
来
公
民
館

第
５
回 

親
子
教
室

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

生
馬
公
民
館

藍
染
体
験

市
ノ
瀬
公
民
館
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中松明美さん水彩画展

私
た
ち
の
歴
史
・
文
化
・
民
俗 

19

「
お
ば
な
ち
」
の
輪
の
尾
（
し
っ
ぽ
）
の
よ
う
な
も
の
の
話

　南紀の台在住の中松明美さんの作品をロビー展示して

います。

　柔らかな色合いの花や話題の人などの作品の数々をぜ

ひお楽しみください。

期 ４月 30日 ㊎ まで
　  平日８時 30 分～ 17 時 15 分
場 上富田文化会館　1階ロビー
問 教育委員会事務局　☎ 47-5930

  
「
私
た
ち

の
歴
史
・

文
化
・
民

俗
　
13
」

で
八
上
神

社
の
祭
事

お
ば
な
ち

に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。
女
児
が
神
さ

ま
に
お
供
え
す
る
供
物
を
入
れ

た
お
膳
を
頭
に
の
せ
て
運
ぶ
と

い
う
も
の
で
す
。

　
そ
の
時
に
頭
と
お
膳
の
間
に

ク
ッ
シ
ョ
ン
に
な
る
よ
う
な
藁わ

ら

で
作
ら
れ
た
お
ば
な
ち
の
輪
を

の
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
、
頭
に
の
せ
て
運
ぶ
と

い
う
頭
上
運
搬
は
今
で
こ
そ
見

か
け
ま
せ
ん
が
、
昔
か
ら
全
国

的
に
あ
り
ま
し
た
。
京
都
の
大

原
女
は
有
名
か
と
思
い
ま
す
。

男
性
は
肩
に
か
つ
ぎ
ま
す
が
女

性
は
頭
の
上
に
の
せ
て
運
び
ま

し
た
。
そ
の
頭
に
乗
せ
る
輪
の

大
き
さ
、
太
さ
、
材
料
は
地
域

に
よ
っ
て
違
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
そ
の
お
ば
な
ち
の
輪

を
よ
く
見
ま
す
と
輪
に
一
つ
尾

の
よ
う
な
も
の
が
付
い
て
い
ま

す
。
あ
る
時
、
竹
中
さ
ん
（
郷

土
史
家
）
と
話
を
し
て
い
る
中

で
「
お
ば
な
ち
の
輪
の
尾
の
よ

う
な
も
の
は
何
か
知
っ
て
い
ま

す
か
」
と
問
わ
れ
ま
し
た
。
私

は
全
く
気
に
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
意
味
が
あ
る
と
は
思
っ
て

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
輪
を
作
る
時
、
最
後
に
何
か

を
切
る
時
に
長
い
目
に
切
っ
た

の
で
は
な
い
か
」
ぐ
ら
い
に
し

か
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
竹
中
さ
ん
は
答
え
を
言
わ
ず

に
帰
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ほ
か
の
人
に
話
を
し
ま
す
と
、

頭
か
ら
落
ち
な
い
よ
う
に
あ
ご

で
結
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
い

う
人
も
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

長
さ
が
短
い
の
は
別
に
し
て
も

そ
れ
な
ら
尾
が
２
本
あ
る
べ
き

と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
輪
を
見

て
も
尾
は
１
本
で
す
。

　
み
な
さ
ん
は
、
ど
う
思
い
ま

す
か
。

　
後
日
「
紀
州
史
研
究
４
に
書

い
て
い
ま
す
」
と
竹
中
さ
ん
に

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
は
、
杉
中
浩
一
郎
さ

ん
の
書
い
た
文
章
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
文
の
中
に
堀

ほ
り
の
う
ち内

信
ま
こ
と

の
『
在
郡
日
記
』
か
ら
の
引

用
が
あ
っ
て
「
…
故
に
女
子
の

腰
に
は
…
目
方
（
図
略
）
の
も

の
を
必
ず
付
帯
す
。」
と
あ
り

ま
し
た
。

　
少
し
調
べ
て
み
ま
す
と
、
杉

中
さ
ん
が
書
か
れ
た
『
熊
野
の

民
俗
と
歴
史
』
に
も
同
じ
文
章

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
昔
は
、
女
子
は
魚
の
運
搬
、

米
の
運
搬
、
山
畑
へ
運
ぶ
肥
桶

の
運
搬
、
川
へ
洗
濯
に
行
く
と

き
の
た
ら
い
な
ど
、
み
ん
な
頭

を
利
用
し
た
と
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。

　
だ
か
ら
、

働
く
女
性

は
常
に
こ

の
輪
を
腰

に
携
帯
し

て
い
た
と

い
う
こ
と

で
す
。

　
結
局
、
頭
に
載
せ
る
藁
で
で

き
た
輪
を
腰
に
ぶ
ら
下
げ
る
た

め
の
尾
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

先
ほ
ど
紹
介
し
た
日
記
文
の
中

に
「
…
目
方
（
図
略
）
の
も
の

を
…
」
の
図
略
で
す
が
杉
中
さ

ん
は
そ
の
図
略
ま
で
掲
載
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

そ
の
図
略
を
見
れ
ば
は
っ
き
り

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、

図
書
館
に
調
べ
に
行
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
ま
る
い
輪
だ
け
を
書

い
て
い
て
長
い
尾
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

写真 A
輪の尾

　
写
真
Ａ
で
は
尾
が
短
く
腰
に

付
帯
で
き
ま
せ
ん
が
、
写
真
Ｂ

の
お
ば
な
ち
の
尾
は
長
い
で

す
。
こ
れ
は
、
15
年
以
上
前
の

写
真
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
は

ま
だ
長
い
尾
を
作
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　
現
在
、
八
上
神
社
総
代
の
お

一
人
で
お
ば
な
ち
を
作
ら
れ
て

い
る
松
場
さ
ん
に
こ
の
件
を
お

聞
き
し
ま
す
と
「
ど
う
し
て
尾

が
付
い
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な

い
し
引
き
継
ぎ
で
も
そ
う
い
う

話
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
そ
れ
と
「
尾
の
長
さ

は
今
で
は
作
り
手
に
よ
っ
て
違

う
だ
け
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
後
お
会
い
し
た
時
、
松

場
さ
ん
は
岡
の
長
老
に
そ
の
話

を
し
て
く
れ
て
い
た
よ
う
で

「
お
ば
な
ち
の
女
の
子
の
髪
の

毛
を
表
し
て
い
る
と
い
う
説
も

あ
る
」
と
い
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
も
は
や
今
と
な
っ
て
は
「
諸

説
あ
り
」
で
す
が
歴
史
・
文
化
・

民
俗
は
面
白
い
で
す
ね
。

文
責
　
大
谷

写真 B  提供：竹中里得 氏
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※
受
験
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て

は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本

部
田
辺
地
域
事
務
所

☎ 

２
４
‐
６
２
１
９

　
令
和
５
年
度
に
運
用
開
始
し

た
デ
マ
ン
ド
バ
ス
（
予
約
式
乗

り
合
い
バ
ス
）
の
利
用
者
様
か

ら
大
変
良
い
評
価
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　
利
用
者
様
か
ら
は
『
使
い
方

が
わ
か
り
や
す
く
便
利
で
何
度

も
利
用
し
て
い
る
。』、『
安
心
し

て
免
許
返
納
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
』
と
い
っ
た
声
を

い
た
だ
き
、
今
後
の
利
用
の
幅

も
広
が
り
そ
う
で
す
。

デ
マ
ン
ド
型
バ
ス
と
は
？

特
徴
１

　
30
分
毎
の
予
約
制
で
す
。

特
徴
２

　
指
定
の
乗
降
ポ
イ
ン
ト
で
乗

り
降
り
で
き
ま
す
。

特
徴
３

　
乗
り
合
い
バ
ス
で
す
。
他
の

お
客
様
も
途
中
で
乗
り
降
り
し

な
が
ら
最
適
な
ル
ー
ト
を
選
ん

で
走
り
ま
す
。

ご
利
用
方
法

① 

利
用
登
録

事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

利
用
登
録
申
込
書
は
、
役
場
⑧

番
窓
口
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

② 

電
話
予
約

利
用
登
録
完
了
後
、
電
話
予
約

を
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

予
約
先

 

　
　
明
光
バ
ス
受
付
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
３
３
‐
２
０
７
８

※
予
約
内
容
は
、
登
録
番
号
、

氏
名
、
時
間
、
乗
降
場
所
、

人
数
、
連
絡
先
と
な
り
ま
す
。

問 
振
興
課

企
画
・
商
工
観
光
班
⑧
番
窓
口

☎
３
４
‐
２
３
７
０

技
能
検
定
と
は

　
働
く
上
で
身
に
付
け
る
、
ま

た
は
必
要
と
さ
れ
る
技
能
の
習

得
レ
ベ
ル
を
評
価
す
る
国
家
検

定
制
度
で
、
試
験
に
合
格
す
る

と
合
格
証
書
が
交
付
さ
れ
、「
技

能
士
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

検
定
職
種 

　
造
園
、
機
械
加
工
、
と
び
、

フ
ラ
ワ
ー
装
飾
な
ど

等
級 

　
１
級
～
３
級

受
験
資
格 

　
等
級
に
よ
り
一
定
の
実
務
経

験
が
必
要

時
・
場 

　
６
月
10
日
㊌
～
11
月
11
日
㊌

の
間
で
試
験
日
お
よ
び
試
験
会

場
を
指
定
し
、
受
検
票
で
通
知

受
験
手
数
料 

学
科
試
験

：

　
３
１
０
０
円

実
技
試
験

：

１
万
８
２
０
０
円

　
　
　
　
　（
上
限
）

受
付
期
間 

　
４
月
６
日
㊊
～
４
月
17
日
㊎

　
　
　
　
　
　
　

問 和
歌
山
県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
０
７
３
‐
４
２
５
‐
４
５
５
５

‐
予
約
式
乗
り
合
い
バ
ス
‐

デ
マ
ン
ド
バ
ス
が

　
　  
大
変
好
評 

！

令
和
８
年
度
前
期
技
能
検
定

‐
ご
案
内
‐

令
和
８
年
度

一
般
曹
候
補
生
募
集
案
内

試験項目 受付期間 試験日 試験会場（予定）

一般曹
候補生

３月１日㊐
～

５月７日㊍

５月１６日㊏
～

５月２４日㊐
※いずれか１日を
　指定されます

WEB試験
田辺地域事務所
または自宅等

有料広告 有料広告

有料広告 有料広告

-13--14-



　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

４
月
14
日
㊋

　
　 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局地

域
づ
く
り
課

☎
２
６
‐
７
９
１
０

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

４
月
21
日
㊋

　
　 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

総
務
福
祉
課

☎ 

２
６
‐
７
９
３
１

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
火
災
出
動

　
出
火
件
数
は
７
件
で
、
前
年

と
比
較
す
る
と
１
件
増
加
し
ま

し
た
。

　
火
災
の
種
別
は
、
建
物
火
災

が
３
件
、
そ
の
他
の
火
災
が
４

件
で
し
た
。

◆
救
急
出
動

　
出
動
件
数
は
７
８
７
件
で
、

前
年
と
比
較
す
る
と
37
件
減
少

し
ま
し
た
。

　
救
急
の
種
別
は
、
急
病
が

５
４
３
件
と
最
も
多
く
、
次
い

で
、
一
般
負
傷
が
１
３
４
件
、

交
通
事
故
が
44
件
で
し
た
。

　
救
急
出
動
の
う
ち
、
救
急
搬

送
に
至
っ
た
傷
病
者
は
７
２
５

人
で
す
。
そ
の
う
ち
軽
症
が

４
１
８
人
と
最
も
多
く
、
次
い

で
中
等
症
が
２
４
５
人
、
重
症

が
42
人
、
死
亡
が
18
人
で
し
た
。

◆
救
助
出
動

　
出
動
件
数
は
17
件
で
、
前
年

と
比
較
す
る
と
５
件
増
加
し
ま

し
た
。

　
救
助
の
種
別
は
、
そ
の
他
の

事
故
（
交
通
事
故
や
水
難
事
故

な
ど
に
該
当
し
な
い
も
の
）
が

最
も
多
く
、
９
件
で
し
た
。

◆
警
戒
出
動

　
警
戒
出
動
と
は
、
交
通
事
故

等
に
よ
る
危
険
物
の
漏
洩
に
対

す
る
応
急
措
置
、
火
災
予
防
上

警
戒
が
必
要
な
燃
焼
現
象
の
確

認
、
救
急
隊
の
支
援
活
動
等
の

出
動
を
い
い
ま
す
。

　
出
動
件
数
は
84
件
で
、
前
年

と
比
較
す
る
と
４
件
増
加
し
ま

し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
野
焼
き
等
の
焼

却
行
為
に
関
す
る
警
戒
出
動
は

３
件
で
し
た
。

　
行
為
者
の
不
注
意
に
よ
り
燃

え
広
が
り
、
火
災
と
な
っ
た
事

例
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
火
の
取
り
扱
い
に
は
、
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

田辺市消防本部

YouTube 公式チャンネル

ぜひご覧ください！

●
火
災
・
救
急
・
救
助
は
、

　「
１
１
９
」
番
へ

●
救
急
車
を
呼
ぶ
か
判
断
に

迷
っ
た
と
き
は････

　「
♯
７
１
１
９
」
番
へ

つ
な
が
ら
な
い
場
合
は

　
田
辺
市
消
防
本
部

　「
２
２
‐
０
１
１
９
」
番
へ

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
2
月
分
）

（
穏
・
め
ぐ
み
）

（
柊
・
静
香
）

（
竣
・
真
悠
）　

（
直
斗
・
琉
）　

市
ノ
瀬

朝

来

市
ノ
瀬

朝

来

山や
ま
そ
う荘

　
舞ま

い
り理

稲い
な
が
き垣

　
旭あ

さ
ひ陽

中な
か
が
き垣

　
紫し

き稀

土ど

い井
　
珠し

ゅ
ら
ん蘭

朝

来
岡

岩

田

朝

来

滝
谷
　
守
寿

石
　
友
一

萩
原
　
　
進

垣
内
　
勘
次

62
歳

73
歳

77
歳

92
歳

前月比
総 数 15,664 人 +16

男 性 7,500 人 +17

女 性 8,164 人 -1

世帯数 7,659 世帯 +22

上富田町の人口と世帯数
令和8年 2月末現在

田
辺
　
　
亮

古
里
　
叶
実

中
野
　
崇
之

齋
藤
　
ひ
な

白
浜
町

生

馬

朝

来

朝

来

｛｛

田
辺
消
防
署

上
富
田
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

上
富
田
分
署
に
お
け
る

令
和
7
年
中
の
出
動
状
況

-14-



広
報
か
み
と
ん
だ

N
o.698

編
集 

発
行

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
上
富
田
町
朝
来
7
6
3
番
地 

上
富
田
町
役
場

電
話 
0
7
3
9-

4
7-

0
5
5
0（
代
表
）
F
A
X 

0
7
3
9-

4
7-

4
0
0
5

　
　
上
富
田
町
で
は
、
地
震
対

策
の
一
環
と
し
て
、
人
的
被
害

の
軽
減
を
図
る
目
的
か
ら
、
次

の
① 

～ 

⑥
の
補
助
事
業
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

①
家
具
転
倒
防
止
固
定
器
具

　
取
付
事
業

対　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
世
帯

◎
65
歳
以
上
の
高
齢
者
一
人
世

帯
ま
た
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯

◎
障
が
い
者
（
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
か
ら
３
級
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
）
一
人
世
帯
ま
た

は
障
が
い
者
の
み
で
構
成
さ
れ

て
い
る
世
帯

※
長
期
入
院
・
施
設
入
所
等
の

方
は
除
く

内 　
タ
ン
ス
、
本
棚
、
食
器
棚
、

冷
蔵
庫
（
合
計
３
台
以
内
）
に
、

転
倒
防
止
器
具
の
取
り
付
け

※
一
世
帯
に
つ
き
一
回
限
り

②
家
具
転
倒
防
止
対
策
補
助
金

　
事
業

対　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
、

家
具
転
倒
防
止
器
具
を
購
入
し

自
ら
居
住
す
る
住
宅
内
に
お
い

て
取
り
付
け
を
行
う
世
帯
。

内　
タ
ン
ス
、
食
器
棚
、
本
棚
、

冷
蔵
庫
な
ど
、
地
震
災
害
時
に

転
倒
す
る
恐
れ
の
あ
る
も
の
を

固
定
す
る
器
具
や
、
窓
ガ
ラ
ス

お
よ
び
食
器
棚
、
本
棚
等
に
付

随
す
る
ガ
ラ
ス
な
ど
で
、
地
震

災
害
時
に
飛
散
す
る
恐
れ
の
あ

る
も
の
を
保
護
す
る
シ
ー
ト
等

の
購
入
費
用
。

補
助
額

　
上
限
５
千
円
（
補
助
金
の
額

に
千
円
未
満
端
数
が
生
じ
た
と

き
は
、
端
数
を
切
り
捨
て
。）

※
一
世
帯
に
つ
き
一
回
限
り

③
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
等
購
入
費

　
補
助
金
事
業

対　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
等
（
簡
易
タ

イ
プ
）
を
購
入
し
自
ら
居
住
す

る
住
宅
内
に
取
り
付
け
を
行
う

世
帯
。

内　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
（
簡
易
タ

イ
プ
）
の
購
入
費
用
。
対
象
製

品
は
一
般
財
団
法
人
・
日
本
消

防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー
が
消
防

防
災
製
品
等
推
奨
品
と
し
て
推

奨
す
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
等

(

簡
易
タ
イ
プ)

補
助
額

　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
等
（
簡
易

タ
イ
プ
）
の
購
入
に
要
す
る
経

費
の
２
分
の
１
。
上
限
２
千
円
。

※
一
棟
に
つ
き
一
回
限
り

④
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
耐
震
対
策
事
業

対　
上
富
田
町
内
に
あ
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
を
所
有
す
る
個
人
・
法

人
・
自
治
会
等

内　
避
難
路
に
面
し
、
地
震
発
生

時
に
お
け
る
倒
壊
ま
た
は
転
倒

の
危
険
性
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
を
撤
去
す
る
も
の

補
助
額

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
に
要
す

る
費
用
（
実
費
）
と
撤
去
す
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
㎡
に
つ
き

８
千
円
を
乗
じ
て
得
た
額
と
比

較
し
て
、
い
ず
れ
か
少
な
い
金

額
の
３
分
の
２
以
内
。
上
限

10
万
円
。

〆 

令
和
９
年
２
月
26
日
㊎
ま
で

⑤
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

対　
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
、
平
屋
ま
た
は
二

階
建
て
で
、
延
べ
床
面
積
が

４
０
０
㎡
以
下
の
木
造
住
宅
。

内　
住
宅
耐
震
診
断
士
が
、
耐
震

度
を
診
断
し
、
総
合
評
点
に
よ

り
判
定
を
行
う
。

※
耐
震
診
断
費
用
の
個
人
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。（
先
着
50

件
）

⑥
住
宅
耐
震
改
修
（
耐
震
補
強

  

設
計
・
耐
震
改
修
工
事
）
事
業

対　
木
造
住
宅
耐
震
診
断
の
結

果
、
総
合
評
点
が
基
準
以
下
の

住
宅

補
助
額

【 

耐
震
改
修 

】

　
上
限
１
５
０
万
円

【
現
地
建
替
え
】

　
上
限
１
３
１
万
６
千
円

　（
合
わ
せ
て
先
着
20
件
）

耐
震
ベ
ッ
ド
・
シ
ェ
ル
タ
ー
の

購
入
、
設
置
補
助
も
行
っ
て
い

ま
す
！

　
県
が
指
定
す
る
耐
震
ベ
ッ

ド
、
シ
ェ
ル
タ
ー
の
購
入
、
設

置
費
用
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

補
助
額 

上
限
　
26
万
６
千
円

〆 

令
和
９
年
１
月
29
日
㊎
ま
で

※
募
集
件
数
は
、
申
し
込
み
状

況
に
よ
り
増
減
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問 

総
務
課
　
防
災
対
策
室

　
　
　（
⑪
番
窓
口
）

　
　 

☎
４
７
‐
０
５
５
０

地
震
対
策
行
っ
て
い
ま
す
か
？

地
震
対
策
行
っ
て
い
ま
す
か
？


